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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下に吹出口、前記上下吹出口の間に吸込口、前記上下吹出口と前記吸込口を結ぶ風路
に熱交換器及び該熱交換器により熱交換された空気を前記上下吹出口へそれぞれ送出する
送風ファン、開閉板回転軸を中心に揺動し前記下吹出口の先端部を開閉する開閉板、前記
風路に面して形成されたカム動作空間としての凹部内でカム回転軸を中心に揺動し、前記
下吹出口を閉鎖する位置にある前記開閉板を押圧固定するカムを備えた空気調和機であっ
て、
　前記下吹出口の先端部が全開状態にある時、前記開閉板は前記下吹出口の風路の一部を
形成するとともに、前記カムが位置する前記凹部を密閉することを特徴とする空気調和機
。
【請求項２】
　前記開閉板の長手方向の一端に前記カムが配置され、前記カム回転軸にステッピングモ
ータが結合されていることを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記開閉板の長手方向の左右両端部に前記カムが配置され、それぞれの前記カム回転軸
にステッピングモータが結合されていることを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記開閉板の長手方向の左右両端部に前記カムが配置されてそれらが連結されており、
前記カム回転軸の片側に１個のステッピングモータが結合されていることを特徴とする請
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求項１記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記カムは、前記開閉板が前記下吹出口を閉鎖する位置に着いた到着信号を受けてカム
非作用位置から前記開閉板まで移動し、前記開閉板の開放開始信号を受けて前記開閉板か
ら前記カム非作用位置まで揺動することを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載
の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は上下に吹出口を備えた空気調和機、例えば床置形空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上下に吹出口を備えた従来の空気調和機において、下吹出口の開閉は開閉板を利用して
行っている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開昭６３－１７６９４６号公報（第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら上下吹出口を備えた従来の空気調和機において、上吹出のみで運転した場
合、下吹出口を完全に閉鎖していない場合には、下吹出口から空気を吸込んでしまうため
、風路内に着露する問題や運転効率が低下する問題があった。また、下吹出口の奥にシャ
ッター機構を設けたものもあるが、その場合には、シャッターの作動状況が視認ができな
いという問題や、空気調和機の下部が開口しているため意匠上の問題もあった。
【０００５】
　この発明は上記課題を解決するためになされたもので、上下に吹出口を備えた空気調和
機を上吹出のみで運転した場合、下吹出口を密閉状態にでき、しかもその状態を視認でき
る空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る空気調和機は、上下に吹出口、上下吹出口の間に吸込口、上下吹出口と
吸込口を結ぶ風路に熱交換器及び該熱交換器により熱交換された空気を上下吹出口へそれ
ぞれ送出する送風ファン、開閉板回転軸を中心に揺動し下吹出口の先端部を開閉する開閉
板、風路に面して形成されたカム動作空間としての凹部内でカム回転軸を中心に揺動し、
下吹出口を閉鎖する位置にある開閉板を押圧固定するカムを備えた空気調和機であって、
下吹出口の先端部が全開状態にある時、開閉板は下吹出口の風路の一部を形成するととも
に、カムが位置する凹部を密閉することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明の上下吹出口を備えた空気調和機によれば、上吹出のみの運転をする際に、下
吹出口を塞ぐ開閉板と、開閉板を裏側から押さえるためのカムと、カムを駆動するステッ
ピングモータにより下吹出口が密閉される。これにより、風路内への着露が防止でき、ま
た運転効率の低下防止も図れる。
　また、開閉板が下吹出口の先端部を開閉するため、開閉板の作動状況が容易に確認でき
、さらに、下吹出口の不使用時にはそれが見えなくなるため意匠性にも優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
実施形態１
　図１はこの発明の実施形態１に係る床置形空気調和機の全体を示す断面図、図２はその
正面図である。床置形空気調和機（室内機）１の前面中央には吸込口２が形成され、吸込
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口２の内側には風路１５が形成されており、この風路１５内に熱交換器３が設けられてい
る。風路１５にはその奥上側に上側送風ファン４、奥下側に下側送風ファン５が設けられ
ている。上側送風ファン４の先には風路１５Ａを介して上吹出口６が形成され、下側送風
ファン５の先には風路１５Ｂを介して下吹出口７が形成されている。下吹出口７の先端部
には開閉板回転軸１１を中心に揺動し下吹出口７の先端部を開閉する開閉板８が設けられ
ている。下吹出口７の先端部にはまた、風路１５Ｂに面して形成されたカム動作空間とし
ての凹部１３内でカム回転軸１２を中心に揺動し、下吹出口７を閉鎖する位置にある開閉
板８をその裏側面１０から押圧固定するカム９が設けられている。さらに、熱交換器３の
下部にはドレンパン１４が設けられており、このドレンパン１４が下吹出口７の風路１５
Ｂの上側壁を形成している。
【０００９】
　開閉板８はその開閉板回転軸１１に連結されたステッピングモータ（図示せず）により
動かされて揺動する。一方、カム９はカム回転軸１２に連結されたステッピングモータ１
７により動かされて揺動する。特にここでは、図２に示すように、開閉板８の長手方向の
一端にのみカム９を配置し、ステッピングモータ１７を１個だけ備えた簡単なカム機構と
している。なお、この図２及び後述する図６，７においては、装置の内部に配置されてい
るカム９、カム回転軸１２、ステッピングモータ１７を破線で表示した。
【００１０】
　本実施形態において、カム９は、開閉板８が下吹出口７を閉鎖する位置に着いた到着信
号を受けてカム非作用位置から開閉板８まで移動し、開閉板８の開放開始信号を受けて開
閉板８からカム非作用位置まで移動するように設定されている。ここでカム非作用位置と
は、カムが開閉板８に作用を及ぼさない基本停止位置であり、具体的には図４、図５に示
すカムの位置である。このようにすることで、開閉板８とカム９とを互いに干渉させずに
動作させることができる。
　なお、開閉板８が下吹出口７を閉鎖する位置に着いた到着信号は、下吹出口７の先端部
に開閉板８の到着を検知するセンサを設けることで得ることができる。また、リモコンな
どから下吹出口７を利用する運転信号を受信したときを、開閉板８の開放開始信号を受け
たときとして対応させることができる。
【００１１】
　上記の床置形空気調和機１において、上吹出口６を利用した上吹出しのみの運転時には
、図３の下吹出口付近の部分断面図に示すように、開閉板８が下吹出口７の先端部を封鎖
する位置に来て下吹出口７が閉じられる。この時、開閉板８はその裏側面１０がカム９に
より押圧されてその位置に固定されるため、下吹出口７は密閉状態となる。
【００１２】
　以上のように、開閉板８がカム９で背面側から押さえられているので、開閉板８が安定
して下吹出口７を閉鎖して密閉することができる。従って、下吹出口７からの空気の吸込
みがなくなり、風路１５Ｂ内の着露を防止することができる。また、運転の無駄がなくな
り性能の向上が図れる。さらに、開閉板８が下吹出口７の先端部に配置され、その開閉板
８が閉じて下吹出口全面を塞ぐため意匠性も良くなる。
【００１３】
　次に、上記の床置形空気調和機１における上下吹出運転の場合を説明する。図４は開閉
板８が開く途中の下吹出口を示す断面図、図５は開閉板８が全部開いた状態の下吹出口を
示す断面図である。床置形空気調和機１における上下吹出運転の場合は、通常、図５のよ
うに開閉板８を位置させ、上吹出口６とともに下吹出口７も全開状態として運転が行われ
る。
　なお、開閉板８が開く際には、図４に示すように、先にカム９が動いてカム非作用位置
に移動し、その後開閉板８が動いて、図５に示す凹部１３の開口面を密閉する位置に移動
する。
【００１４】
　下吹出７から送風が行われる場合には、図５に示したように、開閉板８の裏側面１０が
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下吹出口７の風路１５Ｂの一部を形成し、カム９が配置されているカム動作空間としての
凹部１３の開口面を密閉するようにしているので、凹部１３を構成する周壁への着露が防
止される。
【００１５】
実施形態２
　ここでは、図６に示すように、開閉板８の長手方向の左右両端部にカム９を配置し、各
カム９のそれぞれのカム回転軸１２にステッピングモータ１７を結合したものである。そ
の他の点は実施形態１の構成と同様である。この構成によれば、下吹出口７を閉鎖する位
置にある開閉板８をその長手方向の左右端部から押圧固定できるので、下吹出口７の密閉
性をより確実にすることができる。
【００１６】
実施形態３
　ここでは、図７に示すように、開閉板８の長手方向の左右両端部にカム９を配置してそ
れらのカム９を連結し、カム回転軸１２の片側にステッピングモータ１７を結合したもの
である。この構成によれば、１個のステッピングモータ１７により、下吹出口７を閉鎖す
る位置にある開閉板８をその長手方向の左右端部から押圧固定して、下吹出口７の密閉性
をより確実にすることができる。
【００１７】
　以上の各実施形態では床置形空気調和機を例に挙げて説明したが、この発明はかならず
しも床置形のものに限られるものではなく、装置の上下に吹出口を有する全ての空気調和
機に適用できる。
【００１８】
　また、開閉板８やカム９の駆動源としてステッピングモータを例示したが、ステッピン
グモータに代えて他のモータを使用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】この発明の実施形態１に係る床置形空気調和機の全体を示す断面図。
【図２】図１の空気調和機の正面図。
【図３】図１の空気調和機の下吹出口の閉鎖状態を示す断面図。
【図４】図１の空気調和機の下吹出口の中間開放状態を示す断面図。
【図５】図１の空気調和機の下吹出口の全開状態を示す断面図。
【図６】この発明の実施形態２に係る床置形空気調和機の正面図。
【図７】この発明の実施形態３に係る床置形空気調和機の正面図。
【符号の説明】
【００２０】
　１　床置形空気調和機（室内機）、２　吸込口、３　熱交換器、４　上側送風ファン、
５　下側送風ファン、６　上吹出口、７　下吹出口、８　開閉板、９　カム、１０　開閉
板裏側面、１１　開閉板回転軸、１２　カム回転軸、１３　凹部（カム動作空間）、１４
　ドレンパン、１５，１５Ａ，１５Ｂ　風路、１７　ステッピングモータ。
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